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市民協働のまちづくり
平成26年度施政方針

【特集】平成 26 年度施政方針・当初予算

　
3
月
定
例
会
が
3
月
4
日
か
ら
3
月
24

日
ま
で
開
か
れ
、
村
岡
市
長
は「
平
成
26

年
度
施
政
方
針
」を
述
べ
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
今
年
度
の
施
政
方
針

　

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
市
税
な
ど

の
自
主
財
源
比
率
が
依
然
と
し
て
低
迷

し
、
義
務
的
経
費
も
硬
直
化
し
て
お
り
厳

し
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅

え
び
の
で
は
、
50
万
人
近
く
の
来
場
者
が

訪
れ
る
な
ど
、
販
売
拠
点
、
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
大
き
な
経
済
効
果
を
出
し
て
い

ま
す
。
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
踏
ま

え
、
交
通
の
要
衝
に
あ
る
本
市
の
特
性
を

生
か
し
、
打
つ
べ
き
政
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、

田
代
自
治
会
が
農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く
り

部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
す
る
な
ど
、
市
民

一
丸
と
な
っ
た
発
展
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き

を
さ
ら
に
大
き
な
う
ね
り
に
変
え
、
め
ざ

す
都
市
像
で
あ
る『
大
自
然
と
人
々
が
融

合
し「
新
た
な
力
」が
躍
動
す
る
ま
ち
え
び

の
』を
市
民
と
と
も
に
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、
将
来
世
代
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

が
な
い
よ
う
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
つ

つ
、
未
来
へ
つ
な
が
る
投
資
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度

当
初
予
算
は
、「
定
住
・
交
流
人
口
の
増

加
」、「
働
く
場
の
確
保
」、「
産
業
の
振
興
」

配
置
し
、
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
企

業
立
地
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
で

は
、
白
鳥
温
泉
下
湯
の
蒸
気
井
を
活
用
し

た
企
業
連
携
に
よ
る
地
熱
発
電
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
多
様
な
観
光
資
源

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
情
報
を
効
果
的

に
発
信
し
、
魅
力
向
上
を
図
り
、
着
地
型

観
光
の
推
進
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
活
力
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、

長
期
的
な
視
点
で
都
市
の
将
来
像
を
明
確

に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
道
筋
を
明

を
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
、「
ふ
る
さ

と
新
興『
結
い
の
ま
ち
創
造
』予
算
」と
し

て
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
最
重
要
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
た「
地
域
経
済
の
活
性
化
」、「
安

心
・
安
全
の
確
保
」、「
自
治
組
織
の
活
性

化
」の
重
要
施
策
枠
に
つ
い
て
も
、
継
続

事
業
と
し
て
、
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。

■
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

　

農
業
の
振
興
で
は
、
農
業
担
い
手
の
確

保
、
農
業
生
産
法
人
と
集
落
営
農
組
織
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
産
園
芸
の
振
興
で
は
、
将
来
に
向
け

た
新
規
品
目
と
し
て
新
た
に
オ
リ
ー
ブ
の

産
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
繁
殖
農
家
の
規
模

拡
大
を
強
力
に
進
め
、
肥
育
農
家
へ
の
市

貸
付
牛
貸
付
枠
の
拡
大
や
、
日
本
一
と

な
っ
た
宮
崎
牛
や
ハ
ー
ブ
牛
等
の
消
費
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
企
業
誘
致
対
策
監
を

ら
か
に
す
る
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
本
年
度
に
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
郷
土
を
担
う
人
材
の
育
成

　

学
校
教
育
の
充
実
で
は
、
徹
底
し
た
学

力
向
上
と
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
た

め
、
小
・
中
学
校
の
全
学
年
で
県
内
初
と

な
る
30
人
学
級
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

幼
保
小
連
携
・
接
続
推
進
事
業
を
市
内
全

小
学
校
区
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
郷
土
文
化
の
継
承
と
創
造

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
島
内

地
下
式
横
穴
墓
群
出
土
品
を
保
護
・
展
示

し
、
復
元
し
た
墳
墓
を
公
開
し
ま
す
。
併

せ
て
本
市
の
持
つ
歴
史
・
伝
統
文
化
を
市

内
外
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
の
保
持
と
促
進

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
市
民
誰
も

が
い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
と
重
症
化
予
防
に
重
点
を
置
い
た

事
業
を
展
開
し
、
市
民
自
ら
が
積
極
的
に

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
特
定

健
康
診
査
は
、自
己
負
担
額
を
無
料
と
し
、

全
額
を
助
成
し
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

「
え
び
の
市
協
働
推
進
指
針
」に
基
づ
き
、

協
働
の
啓
発
や
市
民
学
習
会
と
職
員
研
修

を
実
施
し
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
さ
ら
に

活
発
化
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■
か
お
の
見
え
る
福
祉
の
充
実

　

子
育
て
支
援
対
策
で
は
、
引
き
続
き
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
特
に
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
で

は
、
助
成
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
。
生

後
4
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の
家

庭
を
訪
問
す
る
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

を
実
施
し
て
、
育
児
に
関
す
る
助
言
や
相

談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
で
高
齢
者
の
自
立
生
活
を
支
え
合

い
、
安
心
し
て
住
み
な
れ
た
地
域
で
居
宅

生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
の
新
た
な
交
流
拠

点
と
し
て
完
成
予
定
の
高
齢
者
交
流
プ
ラ

ザ
を
、
高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

■
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　

交
通
安
全
対
策
の
推
進
で
は
、
市
民
総

ぐ
る
み
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
促
進
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
向
上
で
は
、
市
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

支
援
・
強
化
に
努
め
、
行
政
と
市
民
・
地

域
が
協
働
で
地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■
美
し
い
景
観
の
保
全

　

生
活
環
境
づ
く
り
で
は
、
河
川
浄
化
に

つ
な
が
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
を
引
き
続
き
推
進
し
な
が
ら
水
質
保
全

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
確
保

　

定
住
対
策
で
は
、新
た
に
住
宅
を
新
築
、

購
入
し
た
人
に
最
高
で
１
０
０
万
円
を
補

助
す
る
な
ど
、積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
事
業
の
拡

充
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に
市
内
で
生

活
し
て
も
ら
う
お
試
し
滞
在
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
交
通
運
行
対
策
事
業
で
は
、
西
部

地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実

験
運
行
を
引
き
続
き
実
施
し
、
平
成
24
年

度
に
実
施
し
た
東
部
地
区
で
の
実
証
実
験

運
行
の
結
果
と
併
せ
て
検
証
を
行
い
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
等
他
の
交
通
手
段
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
交
通
運
行
対
策
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
と
施

策
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
第
５

次
え
び
の
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
に

向
け
て
、
市
民
と
一
体
と
な
り
、
ま
た
、

協
働
す
る
こ
と
に
よ
り『
大
自
然
と
人
々

が
融
合
し
、「
新
た
な
力
」が
躍
動
す
る
ま

ち
え
び
の
』の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策･

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市税
18 億 217 万 8 千円

（16.5％）

繰入金
13 億 1,928 万 5 千円

（12.1％）

諸収入
3 億 997 万 2 千円

（2.8％）

その他
3 億 1,786 万 2 千円

（2.9％）

災害復旧事業費
1 億 1,933 万 9 千円

（1.1％）

・
・

・

地方交付税
39 億 2,487 万 3 千円

（35.9％）

国庫支出金
13 億 2,187 万円

（12.1％）

県支出金
7 億 8,995 万 7 千円

（7.2％）

市債
7 億 6,478 万 9 千円

（7.0％）

その他
3 億 6,621 万 4 千円

（3.5％）

総額
109 億

1,700 万円

総額
109 億

1,700 万円

扶助費
21 億 7,566 万 3 千円

（19.9％）

人件費
19 億 7,854 万 5 千円

（18.1％）

公債費
8 億 400 万円

（7.4％）普通建設事業費
9 億 5,901 万 2 千円

（8.8％）

繰出金
12 億 8,087 万 9 千円

（11.7％）

補助費等
12 億 7,837 万 1 千円

（11.7％）

その他
6 億 9,930 万 5 千円

（6.4％）

物件費
16 億 2,188 万 6 千円

（14.9％）

自主財源 37 億 4,929 万 7 千円（34.3％）

義務的経費 49 億 5,820 万 8 千円（45.4％）

その他の経費 48 億 8,044 万１千円（44.7％） 依存財源 71 億 6,770 万 3 千円（65.7％）

投資的経費 10 億 7,835 万 1 千円（9.9％）

平成 26年度当初予算
一般会計予算は、109 億 1,700 万円です

■市民一人あたりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 26 年度 25 年度 増減率

国民健康保険特別会計 36 億 9,700 万 9 千円 36 億 7,078 万円 0.7％

後期高齢者医療特別会計 6 億 4,152 万 4 千円 6 億 2,520 万 5 千円 2.6％

介護保険特別会計 30 億 4,721 万 2 千円 28 億 487 万 9 千円 8.6％

水道事業会計 7 億 8,743 万 8 千円 6 億 2,577 万 3 千円 25.8％

病院事業会計 12 億 3,449 万円 10 億 2,355 万 3 千円 20.6％
※観光特別会計は、平成 25 年度末で廃止となりました。

１人あたり約 512,607 円

１世帯あたり約 1,079,075 円

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
９
億
１
７
０
０
万
円
で
す
。
平

成
25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

7
億
３
０
０
０
万
円
、率
に
し
て
約
7
・
２
％

の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、
構
成
比
で
自

主
財
源
（
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
は

■一般会計歳出目的別の状況

34
・
3
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
は

65
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
が
自
ら
徴
収
ま
た
は
収

納
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
を
通
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
自
治
体
に

支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
被
扶
助
者

に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

増
設
に
要
す
る
経
費
。

歳　出 歳　入

科目 26 年度 25 年度 増減率 科目 26 年度 25 年度 増減率

議会費 153,933 千円 154,211 千円 － 0.2％ 土木費 672,679 千円 610,453 千円 10.2％

総務費 1,571,454 千円 1,528,157 千円 2.8％ 消防費 444,738 千円 335,509 千円 32.6％

民生費 3,889,637 千円 3,754,350 千円 3.6％ 教育費 810,966 千円 655,486 千円 23.7％

衛生費 1,216,206 千円 1,021,075 千円 19.1％ 災害復旧費 156,964 千円 127,531 千円 23.1％

労働費 7,448 千円 8,018 千円 － 7.1％ 公債費 804,000 千円 825,134 千円 － 2.6％

農林水産業費 827,675 千円 835,075 千円 － 0.9％ 予備費 30,511 千円 30,027 千円 1.6％

商工費 330,789 千円 301,974 千円 9.5％ 合計 10,917,000 千円 10,187,000 千円 7.2％

・

【特集】平成 26 年度施政方針・当初予算
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　市内小中学校では、問題行動等は、ほ
とんどありませんが、40 人学級だと児
童・生徒一人ひとりになかなか教師の目
が行き届かず、対応が遅れる場合があり
ます。しかし、30 人学級だと、一人ひ
とりに目が行き届き、いじめなどの問題
に素早く対応できます。また、一人ひと
りに応じたきめ細やかな指導で基礎学力
の向上が期待できます。
　30 人学級では、教師と子どもの関係
も緊密化し、教育相談などが的確に行え
ます。さらに、子どもたちの自己表現力
やコミュニケーション力が育まれます。
　えびの市の教育で、地域に貢献する人
材、さらには、日本や世界で活躍する人
材を育てていきたいと思います。

i n t e r v i e w

　

市
で
は
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
「
徹
底
し

た
学
力
向
上
」
と
「
地
域
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
」
を
目
指
し
、
市
内
全
小
中
学
校
で

30
人
学
級
の
実
施
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
級
は
、
国
の
定
め
た
1
学

級
、
定
数
40
人
に
準
じ
、
学
級
を
編
成
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
の
市
内
全
小

中
学
校
は
、
1
学
級
30
人
以
内
で
学
級
を
編

成
し
て
い
ま
す
。
30
人
学
級
の
市
内
全
小
中

学
校
実
施
は
、
宮
崎
県
内
で
は
初
の
試
み
で

す
。
こ
れ
は
、
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い
取

り
組
み
で
す
。

30
人
学
級
で
期
待
で
き
る
効
果

　

30
人
学
級
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
へ
の
き
め
細
や
か
な
教
育
が
で

き
、
基
礎
学
力
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
友
だ
ち
同
士
が
お
互
い
の
個
性
を
理

解
し
合
い
、
自
己
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
育
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
え
び

の
の
人
々
や
自
然
・
文
化
と
ふ
れ
あ
う
機
会

も
増
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
が
増
え
、
地
域
に
貢
献
す
る

人
材
の
育
成
が
図
ら
れ
ま
す
。

えびの市教育委員会

萩原和範 教育長

4
月
か
ら
30
人
学
級
が
始
動

市
独
自
の
取
り
組
み
で
確
か
な
学
力

30
人
学
級
実
施
へ
の
思
い

　

え
び
の
市
の
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
は
、

え
び
の
市
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
思
う

人
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
人
を
増
や
す
こ
と
で
、「
え
び
の

に
住
も
う
」、「
え
び
の
で
教
育
を
受
け
さ
せ

よ
う
」
と
、
え
び
の
市
へ
の
定
住
を
希
望
す

る
人
の
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

◎
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
き
、
い
じ
め

な
ど
の
問
題
へ
の
素
早
い
対
応

◎
宿
題
な
ど
の
提
出
物
に
的
確
で
丁
寧
な
コ

メ
ン
ト
が
で
き
、
そ
れ
を
見
た
子
ど
も
た
ち

の
学
習
意
欲
が
向
上

◎
教
師
と
子
ど
も
の
関
係
が
緊
密
化
し
、
迅

速
、
的
確
な
教
育
相
談
な
ど
を
実
施

市
単
独
で
教
員
11
人
を
配
置

　

市
で
は
、
40
人
学
級
を
30
人
学
級
に
編
成

す
る
た
め
、
12
学
級
を
増
設
し
ま
し
た
。

飯
野
小
学
校
3
学
級
（
3
年
、
4
年
、
6
年
）

加
久
藤
小
学
校
3
学
級（
1
年
、3
年
、4
年
）

真
幸
小
学
校
3
学
級
（
1
年
、
4
年
、
6
年
）

飯
野
中
学
校
1
学
級
（
2
年
）

真
幸
中
学
校
2
学
級
（
1
年
、
2
年
）

　

学
級
の
増
設
に
伴
い
、
教
員
が
不
足
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
の
単
独
の
予
算
で
常
勤
講

師
11
人
を
雇
用
し
、
増
設
し
た
学
級
に
配
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
な
備
品
等
の
整
備

も
必
要
で
す
。
そ
れ
ら
に
伴
う
市
の
予
算
は

４
８
１
２
万
9
千
円
で
す
。

問
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
1
１
）
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新たな体制でスタート
　

市
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
え
び
の

市
の
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
企

業
立
地
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
観
光
商
工
課
に
「
企
業
誘
致

対
策
監
」
を
配
置
し
ま
し
た
。
企
業

誘
致
対
策
監
に
は
、
県
か
ら
の
人
事

交
流
派
遣
職
員
と
し
て
岩
下
一
彦
さ

ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
職
員
数
は
、
新
規

採
用
職
員
19
人（
一
般
事
務
職
14
人
、

土
木
技
師
4
人
、
看
護
師
1
人
）
を

迎
え
３
０
１
人
と
な
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
と
宮
崎
県
と
の
連
携
強

化
と
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、山
下
泰
主
事
（
前
福
祉
事
務
所
）

を
実
務
研
修
職
員
と
し
て
、
宮
崎
県

に
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
1

年
で
す
。

　

ま
た
、
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

か
ら
実
務
研
修
職
員
と
し
て
、
市
総

務
課
防
災
対
策
係
に
同
組
合
職
員
1

人
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
10
月
か
ら
来
年
3
月

ま
で
の
6
か
月
間
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
（
宮
城
県
南
三
陸
町
）
へ
の

職
員
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
市
総
務
課
人
事
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
５
）

平成 26 年 4 月 1 日付けで、次の 19 人がえびの市役所の職員として採用されました。
新規採用職員と県交流職員、西諸広域行政事務組合からの実務研修職員を紹介します。

新規採用職員を紹介します

税務課

表 舞 台 よ り も 裏
方 の 方 が 好 き で
す。市民目線で何
事 も 考 え ら れ る
職 員 に な り た い
です。

河
か わ の

野 幸
こうへい

平

人事交流職員（県の交流職員）

一 社 で も 多 く の
企 業 を え び の 市
に誘致し、活気の
あ る ま ち に で き
る よ う に が ん ば
ります。

岩
いわした

下 一
かずひこ

彦

建設課

負 け ず 嫌 い な 性
格 で す。何 事 に
も 正 面 か ら ぶ つ
かっていき、一生
懸 命 に 取 り 組 み
ます。

原
はらうち

内 迅
じん

市民環境課

多 く の 市 民 の 方
と 話 を し て い き
たいです。市民の
方 に 頼 り に さ れ
る 職 員 を め ざ し
ます。

小
こ は ら

原 慎
し ん た ろ う

太郎

実務研修職員（西諸広域行政事務組合職員）

実 務 研 修 職 員 と
し て、貴 重 な1年
になります。えび
の市で、多くのこ
と を 学 び た い と
思います。

徳
とくしげ

重 隆
りゅうた

太

水道課

明 る さ と 笑 顔 を
前面に出し、市民
の 皆 さ ん か ら 期
待され、信頼され
る 職 員 に な り た
いです。

水
みずたに

谷 亘
こうすけ

佑

社会教育課

出 会 っ た 人 と の
つながりなど、人
と の つ な が り を
大事に、職務に励
ん で い き た い で
す。

本
ほ ん だ

田 義
よしあき

明

税務課

人 と 話 を す る の
が好きです。多く
の 市 民 の 方 と 接
し、皆さんに信頼
さ れ る 職 員 に な
りたいです。

池
い け だ

田 哲
て つ や

也

農林整備課

積 極 的 に 多 く の
人 と コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン を 取
り、信頼される職
員 に な り た い で
す。

末
すえよし

吉 勝
かつのり

徳

市立病院

笑 顔 で の 対 応 を
忘れずに、患者さ
んには、いつも笑
顔 で 対 応 で き る
よ う に し て い き
たいです。

吉
よしむら

村 望
のぞみ

税務課

え び の 市 に こ れ
ま で お 世 話 に
なってきました。
今 度 は 私 が え び
の 市 に 貢 献 し て
いきたいです。

塩
し お や

屋 摩
ま お

旺

建設課

解らないことは、
自分で調べたり、
周 り に 聞 い た り
し て、1日 で も 早
く 仕 事 を 覚 え た
いです。

竹
た け の し た

之下 菜
な ほ

穂

農林整備課

公 務 員 と し て の
自覚を持ち、職務
に励みたいです。
積 極 的 に 話 し が
聴 け る 職 員 に な
りたいです。

山
やました

下 広
ひ ろ き

毅

農林整備課

だ れ に で も 頼 ら
れ る 職 員 に な り
たいです。積極的
に 多 く の 人 と 話
を し て い き た い
です。

甲
か い

斐 隼
は や と

斗

企画課

笑 顔 を 心 が け て
います。人が嫌が
り そ う な 仕 事 ほ
ど 率 先 し て で き
る 職 員 に な り た
いです。

平
ひらまつ

松 貴
たかふみ

文

福祉事務所

何 事 に も コ ツ コ
ツと取り組み、市
民 の 皆 さ ん や 職
場 の 同 僚 な ど に
愛 さ れ る 職 員 に
なりたいです。

黒
く ろ ぎ

木 忠
ただすけ

輔

健康保険課

お 客 さ ん に 笑 顔
で 接 し て い き た
いです。早く仕事
を覚え、えびの市
に 恩 返 し を し た
いです。

川
かわはら

原 沙
さ ち よ

千代

市民協働課

地 域 の 方 と 接 し
ながら、少しずつ
地 域 の こ と や え
び の の 方 言 な ど
を 覚 え て い き た
いです。

中
なかやま

山 かおり

福祉事務所

1日も早く仕事を
覚え、信頼される
職 員 に な り た い
です。元気で明る
く 職 務 に 励 み た
いです。

杉
す ぎ お

尾 朋
と も か

香

健康保険課

明 る い の が 取 り
えです。皆さんか
ら た く さ ん あ り
が と う と い わ れ
る 職 員 に な り た
いです。

森
もり

 健
け ん た ろ う

太郎

長寿介護課

市 民 の 皆 さ ん や
職 場 の 同 僚 な ど
と コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を 取 り な
が ら 職 務 に 打 ち
込みたいです。

杉
すぎむら

村 勇
ゆうすけ

祐
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CIVIC NEWS
市政ニュース

伝染病の侵入防止は万全を

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

　

え
び
の
市
で
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
が
発
生
し

て
4
年
が
経
ち
ま
す
。
近
隣
諸
国

で
は
、
未
だ
口
蹄
疫
が
猛
威
を
ふ

い
、
国
内
で
も
、
口
蹄
疫
が
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
宮
崎
県
や
鹿
児
島
県
を

中
心
に
豚
流
行
性
下
痢
（
届
出
伝

染
病
）
の
発
生
が
全
国
的
に
続
い

て
い
ま
す
。

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
、
え
び
の

市
で
口
蹄
疫
を
二
度
と
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
飼
養
家
畜
の
健

康
状
態
等
の
観
察
と
飼
養
管
理
基

　

私
た
ち
が
共
有
す
る
貴
重
な
財

産
で
も
あ
る
河
川
。
市
で
は
、
河

川
の
環
境
保
全
の
た
め
に
水
質
検

査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
か
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ

Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝

溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊

物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
、

準
の
徹
底
等
、
口
蹄
疫
等
の
伝
染

病
の
侵
入
防
止
に
万
全
を
期
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
毎
月
20
日
は
、
消
毒
の
日
】

　

毎
月
20
日
は
、
県
下
一
斉
消
毒

の
日
で
す
。
以
下
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
畜
舎
の
消
毒

○
消
石
灰
散
布

○
踏
み
込
み
消
毒
槽
の
点
検

○
畜
舎
周
囲
の
清
掃

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁

防
止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有

す
る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
河
川

の
環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
８
５
）

防
疫
体
制
は
万
全
で
す
か

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

口
蹄
疫
発
生
か
ら
4
年

守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

●検査結果（検査日：平成 26 年 2 月 21 日）
項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.2 11.6 0.5
未満

1
未満 50

二十里橋 7.2 11.9 0.5
未満

1
未満 490

池島橋 7.2 10.5 0.6 1 1,100

長江川橋 7.2 10.0 0.6 1 4,900

関川橋 7.3 10.7 0.5
未満 1 110

新岩次橋 7.2 10.9 0.5
未満

1
未満 490

山川橋 7.0 12.2 0.5
未満

1
未満 70

資
産
と
負
債
の
バ
ラ
ン
ス
は

市
民
一
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式

簿
記
」
に
よ
る
現
行
の
地
方
自
治

体
の
会
計
制
度
に
「
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
」
と
い
っ
た
企
業
会
計

的
要
素
を
取
り
込
ん
だ
新
地
方
公

会
計
制
度
に
基
づ
き
、
一
般
会
計

を
中
心
と
し
た
普
通
会
計
に
公
営

事
業
会
計
（
国
保
、
介
護
、
水
道

事
業
、
病
院
事
業
等
）
及
び
関
係

団
体
（
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

等
）
を
連
結
し
た
財
務
書
類
（
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資

金
収
支
計
算
書
）
を
作
成
、
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
24
年
度
決
算
分
の

財
務
書
類
を
も
と
に
、
市
の
財
政

状
況
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算

し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
保

有
す
る
資
産
（
財
産
）
と
、
そ
の

■連結財務書類の対象となる会計・団体・法人

■市民一人当たりのバランスシート

■連結決算日　平成 25 年 3 月 31 日

■総資産合計　556 億 3,229 万 7 千円、人口 21,478 人（平成 25 年 3 月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

普通会計 一般会計

保険等事業会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

公営企業会計

水道事業会計

病院事業会計

観光特別会計

一部事務組合・広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県自治会館管理組合

地方公社・第三セクター等 該当なし

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

関
係
団
体

公
営
事
業
会
計

貸方（固定資産や株、預貯金などの資産） 借方（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○土地や建物などの固定資産
212 万 3 千円

○借金（負債）
53 万 9 千円

○株などへの投資
19 万 3 千円

○すでに支払った額（純資産）
205 万 1 千円

○現金・預金
27 万 4 千円

うち国庫・県支出金で支払った額
60 万 5 千円

資産合計
259 万円

負債・純資産合計
259 万円

資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源（
負
債
、

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
総

括
的
に
対
照
表
示
し
た
財
務
書
類

で
す
。
表
内
の
資
産
合
計
額
（
表

左
側
）
と
負
債
・
純
資
産
合
計
額

（
表
右
側
）
が
一
致
し
、
左
右
が

均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
し
て
い
る
こ

と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

問
市
財
政
課
行
政
経
営
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
８
３
）



13  Ebino City Public Relations, 2014.4 12広報

CIVIC NEWS
市政ニュース

調印後、握手を交わす市長と林代表取締役

　

え
び
の
市
大
字
大
河
平
に
工
業

用
ゴ
ム
樹
脂
製
品
製
造
販
売
を
営

む
新
光
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
（
本

社
：
愛
知
県
名
古
屋
市
・
林
剛
右

代
表
取
締
役
）
の
企
業
立
地
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
、
市
役
所
で
企
業
立

地
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
昭
和
26
年
に
愛
知
県

名
古
屋
市
で
創
業
以
来
、
東
海
地

方
を
中
心
に
多
様
化
す
る
市
場

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
、
精
密
で
よ
り

高
機
能
な
ゴ
ム
製
品
の
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
。
九
州
地
区
で
の

生
産
の
強
化
を
図
る
た
め
、
え
び

の
市
に
進
出
し
た
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
林
代
表
取
締
役
は

「
え
び
の
市
の
皆
さ
ん
に
は
多
く

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
、

4
月
2
日
か
ら
会
社
と
し
て
発
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
従
業
員
が
安
心
し
て
仕
事
が

で
き
る
会
社
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
市
内
か
ら
従
業
員
の
新

規
雇
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課

☎
35
─
１
１
１
１（
内
線
３
３
３
）

え
び
の
に
新
た
な
立
地
企
業

企
業
立
地
協
定
を
締
結

市
内
で
の
新
築
等
を
支
援

地
域
の
課
題
を
と
も
に
解
決

え
び
の
市
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交
付
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
新
た
に
１
人
着
任

　

市
で
は
、
市
の
定
住
促
進
と
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

自
己
の
居
住
を
目
的
に
住
宅
を
初

め
て
新
築
ま
た
は
新
規
購
入
す
る

場
合
に
そ
の
経
費
の
一
部
を
2
回

に
分
け
て
交
付
す
る
「
住
宅
取
得

定
住
促
進
支
援
金
交
付
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

支
援
金
額
、
交
付
要
件
、
交
付

対
象
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら

1
年
以
内
に
必
要
書
類
等
を
そ
ろ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
1
人

が
、
新
た
に
え
び
の
市
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
京
都

府
出
身
の
木
戸
悠
輔
隊
員
で
す
。

こ
れ
か
ら
3
年
間
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
定
住
を
目
標
に
、

え
び
の
市
内
で
地
域
お
こ
し
の
各

種
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

木
戸
隊
員
は
、「
え
び
の
市
に

来
た
と
き
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
え
び
の

市
に
は
、
気
さ
く
な
人
が
多
く
、

人
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

え
、
初
回
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

交
付
申
請
書
の
様
式
等
は
、
市

財
産
管
理
課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.ebino.lg.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
、
交
付
方
法
・
交
付
申

請
の
時
期
お
よ
び
添
付
書
類
等
の

詳
細
は
、
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
・
３
４
４
）

れ
が
き
っ
か
け
で
、
え
び
の
市
に

住
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

え
び
の
市
に
来
る
前
は
、
料
理
人

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
料
理

を
作
る
の
と
食
べ
る
こ
と
、
そ
れ

と
お
酒
は
好
き
で
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
誘
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
隊
員
は
、
早
く
地
域
に

と
け
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
5
１
）見かけたら気軽に声をかけてください

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久

藤
地
区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
治
会
活
動
の
情
報
提
供

や
地
域
の
実
情
の
把
握
、
集
落
の

維
持
・
活
性
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
行
う

世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、
地

域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

施
設
で
す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性

化
や
防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題

解
決
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を

も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
活
動
の
運
営
を
支
援

4
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●お問い合わせ先

藤﨑さん、溝口さん、田中さん、愛甲さん（左から）

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 田中　俊廣 33-0030
上江地区 溝口　幸男 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-2268
真幸地区 藤﨑　裕之 37-3221

●住宅取得支援金額
支援金額 限度額 交付要件

住宅取得費の 10％
50 万円 市内業者を利用した場合
30 万円 市外業者を利用した場合

※ 住宅取得費に土地代は含まれません。

●加算額
支援金の種類 支援金額 限度額 交付要件

移住加算金 30万円 1世帯
30万円

平成26年4月1日以降
に移住してきた者

住宅取得者子
育て加算金 1人×10万円 20万円 中学生以下の被扶養

者1人につき加算

●交付対象者
①平成26年4月1日以降に住宅を新築または購入し、引き続
き5年以上本市に居住する意志がある者

②市内に他の住宅を有しない者

③2人以上の家族で世帯を構成する者

④居住地の自治会に加入した者

⑤市税等の滞納がない者

⑥火災、事故または公共工事に係る保険金または補償金等
による住宅取得者ではないこと
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3
月
20
日
、
え
び
の
市
消
防
団

第
1
分
団
4
部（
上
・
中
・
西
上
江
）

と
第
1
分
団
5
部
（
末
永
・
白
鳥
）

の
消
防
車
両
2
台
が
更
新
さ
れ
ま

し
た
。

　

車
両
の
更
新
は
、
1
分
団
4
部

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
平
成
25

年
度
霧
島
演
習
場
等
周
辺
消
防
施

設
設
置
助
成
事
業
を
活
用
し
て
行

わ
れ
、
1
分
団
5
部
の
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
き
消
防
自
動
車
は
、
市

の
単
独
予
算
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
分
団
5
部
の
島
木
隼
部
長
は
、

「
市
や
地
域
の
た
め
活
動
に
励
み

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
27
日
、
西
諸
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
の
役

員
2
人
が
市
長
を
訪
問
。防
犯
ブ

ザ
ー
１
７
０
個
を
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
今
春
１
年

生
に
な
る
児
童
の
防
犯
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
同
組
合
の
外
村

公
明
さ
ん
は
、「
通
学
の
安
心
安

全
の
た
め
、
こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
が

犯
罪
な
ど
の
抑
止
力
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
4
月
10
日
の

入
学
式
で
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
16
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、「
シ
バ

フ
ｄ
ｅ
フ
リ
マ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
市
内
外

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ

主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
古
着
、
小
物
な
ど

約
45
店
も
の
店
が
並
び
、
市
民
ら

約
１
５
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
キ
ッ
ズ
広

場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
3
日
、「
春
の
地
域
安
全
・
交

通
安
全
運
動
」
決
起
集
会
が
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。集
会
に
は
、

39
団
体
の
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
決
起
集
会
は
、
犯
罪
や
交
通
事

故
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で
き
る
え
び

　

3
月
16
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
国

立
公
園
霧
島
指
定
80
周
年
記
念
式
典
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約

３
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
今
西
地
区
の
郷
土
芸
能
で

幕
を
開
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

市民の安心安全のために

消防車2台を新しく

防犯ブザー 170 個を寄贈

子どもたちの防犯に役立てて

芝生でフリーマーケット

春のえびのを満喫

交通事故ゼロを目指して

霧島山の重要性を考える

春の地域安全・交通安全決起集会

国立公園霧島80周年記念式典

の
市
を
目
指
そ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒
の
代

表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全

員
で
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
を
行
い
、
交
通

事
故
防
止
へ
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
講
師
に
は
、
タ
レ
ン
ト
の

高
木
美
保
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
。
高

木
さ
ん
は
「
未
来
に
伝
え
た
い
自
然
の

豊
か
さ
」
の
演
題
で
、
自
身
の
自
然
と

共
に
あ
る
生
活
で
わ
か
っ
た
観
光
地
を

守
っ
て
い
く
方
法
な
ど
を
実
体
験
を
交

え
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
6
日
、永
山
運
動
公
園
で
、

平
成
26
年
度
え
び
の
市
消
防
団
入

退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
26
人
が
消

防
団
に
入
団
、
26
人
が
退
団
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
通
常
訓
練
や
新
入
団

員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
、
巡
閲
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
3

分
団
第
1
部
に
入
部
し
た
山
平
翔

太
さ
ん
が
「
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
良
心
に
従
い
、
忠
実
に

消
防
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

平成26年度えびの市消防団入退団式

新たな組織体制で始動
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Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
の
活
動
を
広
げ
た
い

　
「
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、

若
い
力
で
え
び
の
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
す
の
は
、
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
代
表
の
川
俣
敏
郎
さ
ん

で
す
。

　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
は
、
市
内
の
20
歳
か
ら
35
歳
く
ら
い

ま
で
の
若
者
12
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。若
者
の

視
点
で
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
・
運
営
す
る

団
体
で
す
。こ
れ
ま
で
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活

動
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
企
画
・
運
営
し
て

き
ま
し
た
。

　
「
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
の
名
前
は
、
真
幸
・
飯
野
・
加
久
藤

の
頭
文
字
を
と
っ
て
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。え
び
の

市
が
一
つ
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
名
前
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知

不
足
で
す
。活
動
を
通
じ
て
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え

る
よ
う
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
代
表
の
川
俣
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

2
年
目
の
シ
バ
フ
ｄ
ｅ
フ
リ
マ

　

3
月
16
日
、
今
年
で
2
回
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト

「
シ
バ
フ
d
e
フ
リ
マ
」
が
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。「
今
年
の
フ
リ
マ
で
は
、
来
場
者
が

楽
し
め
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
親
子

連
れ
の
お
客
さ
ん
が
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
が
で
き
る
キ
ッ
ズ

え
び
の
市
を
盛
り
上
げ
た
い

広
場
を
設
け
ま
し
た
。
大
盛
況
で
し
た
」
と
代
表
の

川
俣
さ
ん
は
、
笑
顔
で
す
。

　

久
保
和
子
さ
ん
は
、「
今
回
の
フ
リ
マ
で
は
、
出

店
者
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。出
店
数
が
少

な
か
っ
た
ら
、
お
客
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
な
と
思
い
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
必
死
に
出
店
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
り
、
お
客
さ
ん
か
ら
『
楽
し

か
っ
た
。
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
』
と
言
わ

れ
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
全
員
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
達

成
感
を
味
わ
え
ま
し
た
」

一
緒
に
え
び
の
を
盛
り
上
げ
よ
う

　

京
都
か
ら
え
び
の
市
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
林
竜

太
郎
さ
ん
は
、「
引
っ
越
し
て
来
た
と
き
は
、
え
び
の

市
内
の
こ
と
を
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な

中
、
職
場
の
同
僚
に
誘
わ
れ
て
、
え
び
の
の
こ
と
を

少
し
で
も
知
ろ
う
と
、
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
に
入
り
ま
し
た
。

入
っ
て
み
る
と
、
皆
さ
ん
気
さ
く
で
、
活
動
も
楽
し

く
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」

　

久
保
さ
ん
は
、「
仲
間
全
員
で
毎
回
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
よ
う
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。何

で
も
気
さ
く
に
話
せ
る
楽
し
い
仲
間
で
す
。私
た
ち

と
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

私
的
に
は
、
イ
ケ
メ
ン
の
割
合
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
」

　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
や
一
緒
に

活
動
を
行
い
た
い
と
思
う
人
は
、
社
会
教
育
課
（
☎

35
‐
2
2
6
8
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ

MAIKA　市内の 20 歳から 35 歳ぐらいまでの 12 人の若者で構成された、若者
の視点で新しいイベントなどを計画・運営する団体。平成 23 年 1 月に設立され、星
空のビアガーデン（婚活イベント）、サンタクリーンウォーク大作戦、TEXASde 告白
し NIGHT（婚活イベント）、シバフ de フリマ（フリーマーケット）などを行う。

①指で MAIKA の頭文字 M（エム）をつくる MAIKA メンバー　②来場者の車を誘導する林竜太郎さん　③飯野高校生
のボランティアに指示をする久保和子さん　④風で倒れた遊具を運ぶ米澤亮さん　⑤司会進を行う藤久保知世さん　
⑥受け付けの確認をする吉元恵美さん（左）と久保志江さん（右）　⑦緊張した趣で開会宣言を行う代表の川俣敏郎
さん　⑧キッズスペースの準備をする廻祐哉さん（左）と原内迅さん（右）

①④⑤⑧

⑦

⑥

②

③
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石田さん（上）と村上さん（下）

笑顔が素敵な田上さん

　

第
6
回
目
の「
ぐ
る
っ
と
霧
島

周
遊
列
車
」は
、
高
原
町
を
紹
介

し
ま
す
。

【
高
原
町
観
光
協
会
】 

　

高
原
駅
に
は
高
原
町
観
光
協
会

が
あ
り
ま
す
。観
光
協
会
に
は
昨

年
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

石
田
大
樹
さ
ん（
大
阪
出
身
）
と

村
上
道
人
さ
ん（
福
岡
出
身
）
が

い
ま
す
。

　

石
田
さ
ん
は
制
作
会
社
で
の
経

験
を
生
か
し
、
高
原
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
や
各
種
企
画
立
案
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
村
上
さ
ん
は
、
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
培
っ
て
い

る
自
慢
の
体
力
を
駆
使
し
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な
ど
で
、
町
内

を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。

【
駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市
高
原
駅
店
】

　

高
原
町
観
光
協
会
の
近
く
に
は
、

「
駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市
高
原
駅
店
」

が
あ
り
ま
す
。平
成
22
年
に
口
蹄

疫
か
ら
の
復
興
を
掲
げ
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
店
で
は
、
高
原
町
内

の
物
産
を
中
心
に
、
野
菜
や
灰
干

肉
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
楽
し
み
の
一
つ
が
、

田
上
修
子
店
長
が
い
れ
る
お
い
し

い
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ

べ
り
で
す
。
店
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
立
ち
寄
り
ま
す
。

　

毎
月
第
二
水
曜
日
は
活
魚
屋
さ

ん
と
本
場
韓
国
キ
ム
チ
屋
さ
ん
が

物
販
に
来
ま
す
。新
鮮
で
お
い
し

い
魚
と
キ
ム
チ
が
人
気
で
す
。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●ブロッコリーのガーリック炒め

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
男

の
腕
ま
く
り
料
理
教
室

の
皆
さ
ん
が
つ
く
っ
た
「
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ガ
ー
リ
ッ
ク

炒
め
」で
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
ガ
ー
リ
ッ
ク

炒
め
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
シ
ャ

キ
ッ
と
し
た
食
感
が
た
ま
ら
な
い

一
品
で
す
。
ま
た
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

の
香
ば
し
さ
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま

す
。
料
理
の
前
菜
や
お
酒
の
お
つ

ま
み
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
を
ゆ
で
過
ぎ
な
い
こ
と
で

す
。
ゆ
で
過
ぎ
る
と
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
が
水
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
お
好
み
の
固
さ
に
な
る
よ

う
ゆ
で
時
間
を
調
節
し
て
く
だ
さ

い
。炒
め
る
時
は
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
水
気
を
し
っ
か
り
切
っ
て
く
だ

さ
い
。
不
十
分
だ
と
、
で
き
あ
が

り
が
水
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。

【紹介者】男の腕まくり料理教室の皆さん

ブロッコリーの食感とガーリックの香ばしさが絶妙な一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.71

レシピ

【材料】（２人分）
ブロッコリー 80g、赤ピーマ
ン 小1/2個、エ ビ 20ｇ、ニ ン
ニク 1/4かけ、オリーブ油 小
さじ1、塩 小さじ1/2、こしょ
う 適宜

【作り方】
① ブ ロ ッ コ リ ー は 小 房 に 分 け て ゆ で る 。
② ニ ン ニ ク は み じ ん 切 り に す る 。
③ 赤 ピ ー マ ン と エ ビ は １ ㎝ 角 切 り に す る 。
④ フ ラ イ パ ン に 油 と ニ ン ニ ク を 入 れ 、 ③ を 加 え 炒
め る 。 最 後 に ブ ロ ッ コ リ ー を 加 え 炒 め 、 塩 、 こ
し ょ う で 味 を 調 え る 。

● 日時＝5月18日（日）午前8時30分～午前11時
●�場所＝高原町中央商店街
●�内容＝商店街に30台～ 40台の軽トラが並びます。
　月によって内容が変わる無料のふるまいや体験コーナ
　ーなどが行われます。
�たかはるよりどり交流市運営協議会
☎42-1839

● 日時＝４月19日～ 5月18日�午前8時～午後5時
●�場所＝花の駅生駒高原
●�内容＝広さ8ヘクタールの丘に、色鮮やかなポピーが
一面に咲きわたる様子は圧巻です。入園料は、高校生
以上520円、中学生300円、小学生以下は無料です。
�小林市観光協会
☎22-8684

たかはるよりどり交流市 生駒高原ポピーまつり

高原町 小林市
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加
久
藤
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

地
域
の
交
通
安
全
と
防
犯
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
た
め
に
有
志
7
人

で
結
成
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
活
動
で
は
、
小
・
中
学
校

の
登
下
校
時
に
交
差
点
に
立
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。登

下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
私
た
ち

の
活
動
の
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
で
通
学
路
を
歩
き
、

危
険
な
場
所
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い

　
「
年
を
と
っ
て
も
、
元
気
で
や
り
た

い
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
。

で
き
れ
ば
住
み
慣
れ
た
土
地
で
」と
多

く
の
人
は
考
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
開
始
さ
れ
た
介
護
保
険

で
は
、
認
定
者
数
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
、
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
好
ん
で
病
気
に
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
介
護
を
受
け
て
い
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
、
せ
め
て
介
護
を
受
け
る
期

ま
す
。危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
を
見
つ

け
た
場
合
は
、
関
係
機
関
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　

防
犯
活
動
で
は
、
自
治
公
民
館
で
、

地
域
の
高
齢
者
と
防
犯
に
つ
い
て
の
話

を
し
た
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

の
訪
問
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
ぷ
ら
い
ど
21
助
成

金
を
活
用
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
に

着
用
す
る
制
服
や
帽
子
、
ス
テ
ッ
カ
ー

な
ど
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
の
活
動
が
、
少
し

で
も
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
役
立
つ
よ

う
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
安
心
、
安
全
な
地
域
づ
く
り

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

一
緒
に
見
守
り
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

【
開
催
日
】5
月
23
日
～
6
月
27
日
、
毎

週
金
曜
日

【
時
間
】午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分【
場
所
】高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ（
え
び
の

警
察
署
前
）

【
参
加
料
】無
料（
※
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人
）

　

養
成
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
、
市
長

寿
介
護
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
７
９
）	

文
：
萩
原
保
健
師

応
す
る
た
め
、
計
画
に
定
め
た
86
の
施

策
を
総
合
的
・
横
断
的
に
推
進
し
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
す

も
の
と
し
ま
す
。
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
民
図
書
館
等
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
、
事
業
者
や
団
体
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
必
要
で
す
。誰
も
が
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
え
び
の
市
を
共
に
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

文
：
市
民
協
働
課

ぷらいど21基金助成団体の活動紹介

まちづくり活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  a c t i v i t i e s

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
生
募
集

地
域
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加 久 藤 地 域 防 犯 パ ト
ロール隊
隊長 上野 芳伸

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

第
2
次
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定

自治公民館での防犯活動

　

市
で
は
、
え
び
の
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
「
第
2
次

え
び
の
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
を
策
定

し
た
背
景
と
し
て
、

「
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
や
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
慣
習
や
社

会
制
度
・
慣
行
が
依
然
と
し
て
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
」、「
配
偶
者
等
か
ら

の
暴
力
を
含
む
女
性
に
対
す
る
暴
力
が

存
在
す
る
こ
と
」、「
男
女
が
共
に
家
庭

生
活
と
仕
事
、
地
域
・
社
会
活
動
を
両

立
し
や
す
い
環
境
整
備
が
望
ま
れ
て
い

る
こ
と
」、「
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
拡
大
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
る
と
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
社
会
の
進
展
、
経
済
の
低
迷
や
雇

用
環
境
の
悪
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変

化
、
さ
ら
に
は
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
立
っ
た
防
災
対
策
や
災
害
復
興
な
ど
、

新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

間
は
短
く
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
で
健
康
管
理
や
で
き
る

事
は
行
い
、
そ
し
て
、
余
力
を
他
の
人

を
助
け
る
事
に
使
う
事
も
重
要
で
す
。

意
欲
の
あ
る
人
が
で
き
る
だ
け
支
え
る

側
に
回
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
世
代
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
と
知
識
を
身
に
つ
け
、
介
護
予

防
事
業
実
施
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
ボ

不審電話が連続発生！

えびの消防署の人事異動

4月 1 日付けの人事異動で職員が変わりました。
　

【着任】加藤 啓一郎（中央消防署）、山本 大祐（中央
消防署）、湯田 祥弘（中央消防署）
よろしくお願いします。

【離任】田上 博（中央消防署）、今村 栄（消防本部警
防指令課）、九嶋 正人（高原分遣所）、坂元 司（須木
分遣所）

【退職】長崎 孝一
お世話になりました。
※火気を取り扱う場合は、万全の準備と十分な注意
をお願いします。

宮 崎 県 内 で 県 警 や 銀 行 協 会 を 名 乗 っ た 不 審
電 話 が 連 続 し て 発 生 し て い ま す 。受 け 取 り

に 来 た 男 に 多 額 の 現 金 を だ ま し 取 ら れ る 事 案 も
発 生 し て い ま す 。不 審 電 話 に は 、注 意 し て く だ
さ い 。
　 不 審 な 電 話 が か か っ て き た 時 は 、す ぐ に 警 察
署 等 に 相 談 し て く だ さ い 。

【 も し 、不 審 電 話 が か か っ て き た ら 】
・不 審 な 電 話 が あ っ た ら 、一 人 で 判 断 せ ず に 、必
ず 家 族 に 相 談 し ま し ょ う 。

・必 ず 相 手 の 名 前 、組 織 名 、電 話 番 号 な ど を 聞 き 、
電 話 を 切 っ た 後 に 、1 0 4 な ど で 調 べ 、確 認 し ま
し ょ う 。

3月の交通事故発生状況
人 身 11件 本年累計 39件
物 件 20件� 本年累計 86件

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 2件
救 急 76件� 年 計 222件

加
久
藤
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
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な
に
し
て
遊
ぼ

町
　
石
井
高
子

　
遊
ぼ
　
遊
ぼ
　
何
し
て
遊
ぼ

「
石
蹴
り
す
る
者
　
こ
の
指
と
ま
れ
」

和
く
ん
　
ふ
ー
ち
ゃ
ん

み
っ
ち
ゃ
ん
　
蓮
く
ん

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
よ
　
ア
イ
コ
で
し
ょ

　
遊
ぼ
　
遊
ぼ
　
何
し
て
遊
ぼ

「
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
者
　
こ
の
指
と
ま
れ
」

悠
く
ん
　
ひ
ー
ち
ゃ
ん

り
っ
ち
ゃ
ん
　
ま
ー
く
ん

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
よ
　
ア
イ
コ
で
し
ょ

　
遊
ぼ
　
遊
ぼ
　
な
に
し
て
遊
ぼ

「
鬼
ご
っ
こ
す
る
者
　
こ
の
指
と
ま
れ
」

タ
ー
く
ん
　
ゆ
み
ち
ゃ
ん

た
か
ち
ゃ
ん
　
杏
く
ん

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
よ
　
ア
イ
コ
で
し
ょ

み
ん
な
　
な
か
よ
し
　
ま
た
　
明
日

芽
吹
く
山
ひ
と
雨
ご
と
に
色
づ
き
に

か
そ
か
に
聞
こ
ゆ
鶯
う
ぐ
い
すの

声原
田
　
岡
本
克
子

春
あ
ら
し
と
四
月
の
雨
は
美
し
く
万
物
の
芽
吹

を
誘
う
。
春
日
の
霞
か
す
み
た
な
び
く
中
に
鶯
の
鳴
き

声
を
聞
き
な
が
ら
、
四
月
の
清
々
し
い
風
と
光

に
ふ
と
春
の
愁
を
感
じ
て
い
る
作
者
で
あ
ら
う

か
。
繊
細
で
詩
情
豊
か
な
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌燕

つ
ば
め

来
る
小
学
校
の
窓
全
開

　
中
島
　
川
原
伊
津
子

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
年
生
は
、
も
う

学
校
生
活
に
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
教
室
か
ら

明
る
い
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。（
自
註
）

俳
句詩

日々の暮らしを潤すライ
フスタイルへようこそ。

　この本には、情緒あふれる
和の暮らしや、春夏秋冬のお
もてなし、布に秘められた魅
力と活用術など、日本の和の
暮らしぶりなどがたっぷり紹
介されています。
　 本 誌 の 和 の 趣 を 生 む 出 す
お気に入りのアイディアや、
コーディネートも参考にしな
がらひと時の癒しをお楽しみ
ください。

季節を感じる和の暮らし

河上 清／発行人
（株式会社学研マーケティング）

この本を読み終わったあ
なたは、きっと夜空を

見上げてしまうでしょう。
　「こんなに美しいものが空
にいつでもあるのに、それを
知らない人もいる。どうにか
してこの美しいものを見せた
くって、僕は写真を撮り続け
ているんだと思います」天体
写真家が語る、天文学の世界
の扉を開けてみませんか。
　星のまたたき、一つひとつ
が語りかけてくるでしょう。

星の声に耳をすませて

林 完次／著
（株式会社講談社）

2 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

7 水 図書館休館日

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

11 日 1日図書館員体験 13：30 ～　　　

12 月 図書館休館日

14 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35

17 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

19 月 図書館休館日

21 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

23 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

25 日 図書館探検 13：30 ～　　　

26 月 図書館休館日

28 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35

◎5月のスケジュール

◎イベント
図書館探検
●日時＝5月25日（日）　13：30 ～
●場所＝市民図書館
●参加料＝無料
●対象＝小学生10人程度
●参加方法＝5月18日（日）までに図書館に電話か直接、
参加を申し込みください。なお、定員に達した時点で、
受け付けを終了します。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○約束の海　 山崎 豊子 著　新潮社
○「おもてなしの定番」　エイ出版社
○「５回で折れる！折り紙おもちゃ」　築地製作所 編　PHP出版社
○「祈りの証明」　森村 誠一 著　角川書店
○「心の力」　姜 尚中 著　集英社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

川
内
川
に
ア
ユ
と
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流

　
3
月
30
日
、
川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
が
、
川

内
川
本
流
10
か
所
に
、
ア
ユ
の
稚
魚
1
万
6
千
匹
と

コ
イ
の
稚
魚
1
万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
5
年
4
月
号
掲
載
）

え
び
の
市
消
防
団
入
退
団
式

　
4
月
4
日
、
え
び
の
市
消
防
団
入
退
団
式
が
加

久
藤
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、

通
常
点
検
や
新
入
団
員
宣
誓
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
5
年
4
月
号
掲
載
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
始
動

　
高
齢
者
の
能
力
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生

き
が
い
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
と
設
立
さ

れ
た
「
え
び
の
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

が
、
4
月
1
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
平
成
5
年
4
月
号
掲
載
）

１
９
９
3
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広 報 の 担 当 者として５年 目 の 春 を 迎 えました 。今 年
度もわかりやすく、読 みやすい広 報 紙をモットーに

がん ばっていきま す。取 材 先で見 か け たら気 軽 に 声 を か
けてください。（ 川野）

人　口 20,040人（－159人）

男性／ 9,348人（－99人）　女性／ 10,692人（－60人）

転入／ 167人　転出／ 310人
出生／ 14人　死亡／ 30人

世帯数 8,837世帯（－35世帯）
（平成26年4月1日現在）

E
d
ito

r's

る人に課税されます。
　軽自動車等の所有者は、6月2日（月）までに軽自動車税
を納めてください。
　市役所または金融機関、各コンビニエンスストアでも軽
自動車税を納めることができます。詳しくは、納税通知書
をご覧ください。
　もし、5月中旬までに納税通知書が届かないときは、市
税務課まで問い合わせてください。
　なお、障害者のために使用する自動車について、一定の
要件に該当する場合は、5月26日（月）までに申請すれば、
自動車税の一定額が減免されます。
問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

音声（朗読）ボランティア講座
受講生募集

　宮崎県立視覚障害者センターでは、小林えびの西諸県
地区で、音声訳（朗読）ボランティア養成講座を行います。
この講座は、視覚障害者が豊かな生活を送れるように、
広報紙や議会だより、本など、分かりやすく読み上げる
ための講座です。

【開催日時】平成26年5月～平成27年3月
第2、第4土曜日（午後１時30分～午後3時30分）

【場所】小林市社会福祉センター（小林市立図書館横）
【講師】堀之内 悦子、水間 節子
【受講料】無料（テキスト料は必要）
【申込方法】小林市社会福祉センターに電話で申し込み

ください。
問小林市社会福祉センター
☎23-3466

4月から児童扶養手当の支給額が
変更になります

　児童扶養手当は、父母が離婚するなどして、父または
母の一方からしか養育を受けられないひとり親家庭など
に支給されます。
　児童扶養手当の支給額は、物価の上昇や下落に応じて
増減するようになっています。近年の消費者物価の下落
を受けて、児童扶養手当の支給額は平成 26 年 4 月分か
ら減額されることになりました。加算額については変更
はありません。

変更前（月額） 変更後（月額）
児童１人の全額支給の場合 41,140 円 41,020 円
児童 1 人の一部支給の場合 9,710 円～ 41,130 円 9,680 円～ 41,010 円

※詳しくは、市福祉事務所子育て支援係まで問い合わせ
ください。
問市福祉事務所子育て支援係
☎35-1111（内線269）

風しんウイルス抗体検査、任意予防
接種（ MR）の費用を助成します

○風しんウイルス抗体検査
【助成対象者】検査日にえびの市に住民登録があり、以

下の条件のいずれかを満たす人
①現在、妊娠している女性の夫・パートナー 
②妊娠を予定または希望している女性 
③②の人の夫・パートナー
ただし、以下の人は除きます。
①過去に風しんにかかったことのある人
②過去に風しんを含むワクチン接種を 2 回以上行った
人
③風しんに対する抗体価があると判明している人 

④現在、妊娠中の人
【助成期間】4 月 1 日（火）～平成 27 年 3 月 31 日（火）
【検査費用】無料（市が全額助成）
【必要なもの】健康保険証

○麻しん・風しん混合（ MR ）ワクチン任意予防接種
【対象者】接種日にえびの市に住民登録があり、本事業

により実施した風しん抗体検査の結果が陰性の人
【助成期間】4 月 1 日（火）～平成 27 年 3 月 31 日（火）
【自己負担額】4,000 円 (10,505 円のうち 6,505 円分を市

が助成）※生活保護世帯、非課税世帯の人は無料
【必要なもの】健康保険証
【実施医療機関】

【えびの市】えびの眼科こだま小児科医院、えびの共立病院、京町温
泉クリニック、えびの第一クリニック、えびのセントロクリニック、
前田医院、渡辺医院、いしざわ循環器内科、えびの市立病院

【小林市】池田病院、西小林診療所、上田内科、小林泌尿器科クリ
ニック、せの内科クリニック、大森内科胃腸科、沖内科・小児科医
院、桑原記念病院、近藤内科クリニック、すわクリニック、園田病
院、髙﨑皮膚科医院、たなか循環器内科クリニック、花田耳鼻咽喉科、
ひろた内科クリニック、柊山医院、二口子供医院、堀胃腸科外科医院、
前田内科医院、槇内視鏡内科病院、宮崎医院、山田内科・循環器科、
小林市立須木診療所、押川病院、野尻中央病院

【高原町】川井田医院、国民健康保険高原病院、ふきやま霧島東麓ク
リニック

※詳しくは、市健康保険課市民健康係か実施医療機関に
問い合わせください。
問市健康保険課市民健康係
☎ 35-1111（内線 281・284）

ご利用ください
えびの市高齢者交流プラザ

　4月13日、飯野地区コミュニティセンター横に、えび
の市高齢者交流プラザ石田記念館「なごみ」がオープンし
ました。
　この施設には、事務室、娯楽講座室、カラオケルーム、

運動トレーニング室などが設けられています。
　えびの市交流プラザ石田記念館「なごみ」は、市内の多
くの高齢者に健康維持の増進や、さまざまな人との交流
の場として利用してもらうための施設です。お気軽に、
ご利用ください。

【場所】えびの市大字原田112-1（飯野地区コミュニティ
センター横）

【利用時間】午前9時～午後5時
【利用料】無料
【対象者】市内の60歳以上の人

※利用する場合は、事前に予約が必要です。えびの市高
齢者交流プラザか市長寿介護課まで予約をお願いします。
問市長寿介護課高齢者係
☎35-1111（内線253）
問えびの市高齢者交流プラザ石田記念館「なごみ」
☎33-0984

軽自動車税は納期内に納めましょう

　軽自動車税は、毎月4月1日現在で、宮崎運輸支局に登録
してある軽自動車や126㏄以上のバイク、市町村で登録さ
れているバイク（125㏄以下）や小型特殊自動車を持ってい

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 4 月6 日、永 山 運 動 公 園 で 平 成
26 年 度 えび の 市 消 防 団 入 退 団 式
が 行 わ れました 。式 で は、えび の市
消 防 団ラッパ 隊 の 吹 奏 が 行 わ れま
した 。

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
4月30日（水）までに納めましょう。
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写真：キリシマツツジ（平成22年4月10日 大河平小学校）周辺

真紅で一重の花を咲かせる「本霧島」。例年 4月中
旬ごろに大河平小学校で見ごろを迎えます。

ヤマツツジ
Rhododendron kaempferi
キリシマツツジ
Rhododendron  obtusum
ミヤマキリシマ
Rhododendron kiusianum

ツツジ科ツツジ属


